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主な内容　p2-3介護保険料について、p4ふるさと納税のリニュー
アル、p5不法投棄p6-7、市中学校総合体育大会、p8国勢調査を行
います、p28地域おこし通信、ほか

表紙　ドキドキ、ボクにも指揮で
きるかな？？（名古屋フィルハー
モニー鑑賞会での1コマ）



一定以上の所得のある方は負担割合が２割になります。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
と
普
通
徴
収
（
納
付

書
・
口
座
振
替
）
の
２
通
り

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
、

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。
但
し
、
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方
、
年
度
の

途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方
な

ど
は
、
納
付
書
に
よ
り
個
別

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
金
の
受
給
額
に
よ
っ
て
納

め
方
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
納
め
方
を
個

人
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
稲
敷
市
か

ら
の
通
知
に
し
た
が
っ
て
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
見
直

し
が
行
わ
れ
、
稲
敷
市
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画（
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
）

を
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
、
平
成
27

年
度
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す

る
費
用
「
保
険
給
付
費
」
の
見
込
み
量

と
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

予
防
事
業
な
ど
に
要
す
る
費
用
「
地
域

支
援
事
業
」
の
事
業
量
に
よ
り
算
出
さ

れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
財
政
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
人
の
利
用
者
負
担
分
を
除
い

た
費
用
を
、
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険

料
と
公
費
か
ら
、
半
分
ず
つ
負
担
す
る

仕
組
み
で
す
。

　

現
在
、
高
齢
化
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
加
が
介
護
保
険
料
が
上

昇
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
敷
市
で
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
の
取
り
崩
し
や
、
財
政
安
定
化
基
金

交
付
金
の
活
用
な
ど
保
険
料
上
昇
の
軽

新たな介護保険料
変更前（平成 24 年度～ 26 年度） 変更後（平成 27 年度～ 29 年度）

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
費
用
の

一
定
割
合
を
利
用
者
の
方

に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
利
用
者
負
担
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
は
所
得

に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に

サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
団
塊
の

世
代
の
方
が
皆
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
以
降

に
も
持
続
可
能
な
制
度
と

す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の

方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
方
に
は
サ
ー
ビ

ス
費
の
２
割
を
ご
負
担
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
２
割
負
担
に
な
る
の

は
ど
う
い
う
人
で
す
か
？

Ａ
．
65
歳
以
上
の
方
で
、

合
計
所
得
金
額
※
1
が

１
６
０
万
円
以
上
の
方

で
す
（
単
身
で
年
金
収

入
の
み
の
場
合
、
年
収

２
８
０
万
円
以
上
）

　

た
だ
し
、
合
計
所
得
金

額
※
1
が
１
６
０
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の

収
入
が
２
８
０
万
円
に
満

た
な
い
ケ
ー
ス
や
65
歳
以

上
の
方
が
２
人
以
上
い
る

世
帯
で
収
入
が
低
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
の

「
年
金
収
入
と
そ
の
他
の

合
計
所
得
金
額
※
2
」
の

合
計
が
単
身
で
２
８
０
万

円
、
２
人
以
上
の
世
帯
で

３
４
６
万
円
未
満
の
場
合

は
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
1
「
合
計
所
得
金
額
」

と
は
、
収
入
か
ら
公

的
年
金
等
控
除
や
給

与
所
得
控
除
、
必
要

経
費
を
控
除
し
た
後

で
、
基
礎
控
除
や
人

的
控
除
等
の
控
除
を

す
る
前
の
所
得
金
額

を
い
い
ま
す
。

※
2
「
そ
の
他
の
合
計
所

得
金
額
」
と
は
、
合

計
所
得
金
額
か
ら
、

年
金
の
雑
所
得
を
除

い
た
所
得
金
額
を
い

い
ま
す
。

利　　用　　者　　負　　担　　割　　合

要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る

第
１
号
保
険
者

本人の合計所得金
額が 160 万円以上

下記以外の場合 ２割

同一世帯の第１号被保険者の
年金収入＋その他の合計所得金額が

単身は 280 万円未満 １割

２人以上は 346 万円
未満 １割

本人の合計所得金額が 160 万円未満 １割

Ｑ
．
い
つ
か
ら
２
割
に
な

る
の
で
す
か
？

Ａ
．
平
成
27
年
８
月
１
日

以
降
に
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
さ
れ
た
と
き
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
１
割
負
担
か
ら
２
割

負
担
に
な
っ
た
人
は
、
全

員
月
々
の
負
担
が
２
倍
に

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
月
々
の
利
用
者
負
担

に
は
上
限
が
あ
り
、
上
限

を
超
え
た
分
は
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
全
て
の
方
の

負
担
が
２
倍
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
々

の
負
担
の
上
限
に
つ
い
て

は
、広
報
稲
敷
７
月
号
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見

直
し
」（
Ｐ
４
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｑ
．
ど
う
や
っ
て
自
分
の

負
担
割
合
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
た
方
は
、
毎
年

７
月
頃
に
、
利
用
者
負
担

が
１
割
の
方
も
２
割
の
方

も
、
市
区
町
村
か
ら
負
担

割
合
が
記
さ
れ
た
証
（
負

担
割
合
証
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
負
担
割
合
証
を
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、

必
ず
２
枚
一
緒
に
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
や
施
設
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※負担割合証はイメージです。

所得段階
保険料（円）

所得段階
保険料（円）

対　　　　　象　　　　　者
年額 年額

第１段階 25,200 第１段階 25,900
生活保護受給者。住民税非課税世帯で、老齢福祉年金を受
けている方、または前年の合計所得と課税年金収入の合計
額が、80万円以下の方

第２段階 25,200 第２段階 37,400 住民税非課税世帯で、前年の合計所得と課税年金収入の合計額が、80万円を超え 120 万円以下の方
特例

第３段階 32,700 第３段階 43,200 住民税非課税世帯で、前年の合計所得と課税年金収入の合計額が、120 万円を超える方

第３段階 37,800 第４段階 51,800 住民税課税世帯であるが、本人は非課税で前年の合計所得と課税年金収入の合計額が、80万円以下の方
特例

第４段階 42,800 第５段階
（基準額） 57,600 住民税課税世帯であるが、本人は非課税で前年の合計所得と課税年金収入の合計額が、80万円を超える方

第４段階
（基準額） 50,400 第６段階 69,100 本人が住民税課税で、前年の合計所得が 120 万円未満の方

第５段階 63,000 第７段階 74,800 本人が住民税課税で、前年の合計所得が 120 万円以上 190万円未満の方

第６段階 75,600 第８段階 92,100 本人が住民税課税で、前年の合計所得が 190 万円以上 290万円未満の方
第９段階 97,900 本人が住民税課税で、前年の合計所得が 290 万円以上の方

減
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
る
運
営
を
図
る
た

め
、
保
険
料
に
つ
い
て
値
上
げ
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
様
に
は
、
ご
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
増
え

続
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た

め
の
や
む
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
は
６
段
階
８
区
分

で
し
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
９

段
階
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費

税
を
財
源
と
し
た
第
１
段
階
の
方
を
対

象
と
し
た
保
険
料
の
軽
減
強
化
策
も
行

い
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
稲
敷
市
の
月
額
保
険
料

は
、基
準
額
ベ
ー
ス
で
４
８
０
０
円（
茨

城
県
内
44
市
町
村
で
８
番
目
に
低
い
金

額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
の
月

額
平
均
が
５
２
０
４
円
、
全
国
平
均
は

５
５
１
４
円
と
い
う
状
況
で
す
。

基
準
額
が
年
額
５
万
７
６
０
０
円

（
月
額
４
８
０
０
円
）
に

介
護
保
険
料
の
納
め
方

稲敷市高齢福祉課介護保険係（新利根庁舎）029-892-2000（内線 3254）

一定以上の所得のある方は負担割合が２割になります。
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市
で
は
、
７
月
15
日
よ
り
、
稲
敷
市
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
制
度
に
つ
い

て
、２
点
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
『
魅
力
度
ア
ッ
プ
の

た
め
に
、
お
礼
の
品
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
方
で
ご

自
身
が
販
売
、
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
事
業
者
の
要
件

①
市
内
で
栽
培
、製
造
、加
工
、販
売
、サ
ー
ビ

　
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る

②
事
業
者
は
市
税
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
こ
と

③
代
表
者
な
ど
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当
行
為

　
の
防
止
な
ど
に
関
す
る
法
律
に
掲
げ
る
暴
力

　
団
の
構
成
員
な
ど
で
な
い
者

④
そ
の
他
、市
が
認
め
る
も
の

○
お
礼
の
品
の
条
件

市
内
で
栽
培
、製
造
、加
工
、販
売
、サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
な
さ
れ
て
お
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の

①
市
の
特
産
品
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る

　
も
の

②
市
の
魅
力
を「
体
感
で
き
る
」「
懐
か
し
ん
で

　
い
た
だ
け
る
」も
の

③
そ
の
他
、
①
②
以
外
で
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が

　
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

●
稲
敷
市
政
策
企
画
課　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

稲
敷
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
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事
業
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

寄附金額に応じて選べるお礼の品を用意

■寄附金額に応じて選べるお礼の品を用意
■クレジットカード決済、コンビニ払いでの寄附に対応

お礼の品の一例
•1万円以上の寄附で…
 稲敷米の食べ比べセット
 乗馬体験チケット
•3万円以上の寄附で…
 シャインマスカット詰め合わせ
 ポティロンの森遊びにきてねセット
•5万円以上の寄附で…
 ゴルフ場プレーペア優待券
•10万円以上の寄附で…
 鹿熊豚の生ハム丸ごと1本

■ 不審な現場を見かけたら・・・

■ 不法投棄をしている者を発見したら・・・

■ 土地の所有者（管理者）には責任があります

市内では、６月に入り大型ダンプなどによる産業廃棄物の不法投棄が、連続して５件発
生しました。今後も同様の事案の発生が懸念されます。不法投棄をされてしまった場合
のほとんどが、土地の所有者が撤去などの負担を強いられてしまいます。産業廃棄物の
不法投棄を防ぐために、地域の皆様のご協力をお願い致します。

次のような状況を見かけたら、１人で現場に近づいたり、写真を撮影したりするのは危
険ですので、まず「通報」をしてください。
●深夜にダンプが荷降ろしや出入りしている
●突然、空き地に産業廃棄物が置かれている
●斜面の上から直接廃棄物を投棄した跡がある
●日中に同じ場所を巡回している不審車輌（ダンプ等）がいる

通報の際には、分かる範囲でかまいませんので、次のポイントを踏まえて、環境課又は
稲敷警察署生活安全課に通報をお願いします。
●いつ不法投棄されたか
●その場所はどこか
●捨てられている廃棄物はどんなものか
●運んでいた車のナンバーや車種等を見たか
以上のような事を、分かる範囲で記録して、通報して下さい。
なお、ご自身の安全を確保していただき、投棄者に接触したり連絡したりすることは危
険ですので、絶対に避けてください。

稲敷市環境課（桜川庁舎）　029 － 892 － 2000（内線 4402）
稲敷警察署生活安全課　　　029 － 893 － 0110

土地の所有者（管理者）は、自分の土地に不法投棄をされたとしても、捨てた者が不明
な場合、その廃棄物を自らの責任で処理しなければなりません。
日頃から、こまめに草刈りをして清潔に保つようにし、みだりに人が立ち入れないよう
に囲い等を設置するなどして、土地の管理には十分に注意してください。

事業者の方のメリット
①特典品は寄附者からの申し込みに応じて市で事業者の方より買い上げさせていただ
きますので、売上増加につながります。
②寄附者に特典品を贈ることでリピーターなど販路拡大につながります。
③商品発送時にPR チラシの同封ができ、事業者名のＰＲにつながります。

特典品は随時募集しています。
市のPR につながる商品や魅
力を体感してもらうことので
きるサービスが提供可能な事
業者の方
からの応
募お待ち
しており
ます。
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市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
幕
を
下
ろ
し
た
。

６
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
た
こ

の
大
会
は
３
年
生
に
と
っ
て
、
中
学
部
活
の
集
大
成

に
な
る
大
会
。
ど
の
会
場
で
も
、
意
地
と
意
地
が
ぶ

つ
か
り
合
う
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
今
ま

で
の
つ
ら
い
練
習
を
勝
利
で
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、

１
試
合
で
も
多
く
、こ
の
メ
ン
バ
ー
で
戦
う
た
め
に
。

　
勝
負
は
非
情
で
あ
る
。
努
力
は
必
ず
し
も
報
わ
れ

る
と
は
限
ら
な
い
。し
か
し
、そ
の
努
力
は
人
を
き
っ

と
強
く
す
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
は
、
優
勝
チ
ー
ム
の
は
じ
け
る
笑
顔
が
会
場

を
包
ん
だ
。

（
サ
ッ
カ
ー
）先
制
点
を
と
る
の
は
ボ
ク
だ
！

（
野
球
）諦
め
な
い
ぞ
、最
終
回
同
点
ホ
ー
ム
イ
ン
。

（
バ
ス
ケ
）終
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
ま
で
点
を
取
る
。

（
テ
ニ
ス
）狙
う
ぞ
！
リ
タ
ー
ン
エ
ー
ス
。

勝利を目指して

稲敷市総合体育大会
Inashiki City General Athletic Competition
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都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

　
稲
敷
東
部
台
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

市
で
は
、
昭
和
43
年
よ
り
市
お

よ
び
美
浦
村
で
構
成
す
る
江
戸

崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
で
ご
み

の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

稼
働
し
て
い
る
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

施
設
の
更
新
の
必
要
性
、
環
境

負
荷
の
軽
減
な
ど
を
検
討
し
た

結
果
、
敷
地
拡
張
を
行
い
、
新

し
い
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
施
設
を
整
備
す
る
に

あ
た
り
、
稲
敷
東
部
台
都
市
計

画
ご
み
焼
却
場
に
つ
い
て
都
市

計
画
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８

８
」（
い
や
や
）が
７
月
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
「
０
５

７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０
」
で
も

つ
な
が
り
ま
す
が
、
番
号
が
長
く

中
々
覚
え
ら
れ
な
い
な
ど
と
い
っ

た
不
便
さ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
し

た
い
時
、
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
直
接
お
電
話
が
簡
単
で
い
い

の
で
す
が
、火
土
日･

祝
日
な
ど
、

当
セ
ン
タ
ー
が
休
み
の
と
き
は
、

「
１
８
８
」
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

県
の
セ
ン
タ
ー
や
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
悪
質
商
法
は
ま
す
ま
す
巧
妙
化

し
て
お
り
、
年
齢･

性
別
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
方
々
が
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ど
こ

に
も
相
談
せ
ず
諦
め
て
し
ま
う
方

は
、
２
次
被
害
に
あ
う
確
率
が
高

ま
り
ま
す
。悪
質
な
訪
問
販
売
や

電
話
勧
誘
販
売
な
ど
、
そ
の
場
で

契
約
せ
ず
、
困
っ
た
と
き
迷
っ
た

と
き
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

に
な
る
方
は
、
な
る
べ
く
事
前

に
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

•

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９

９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

•

相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金

曜
日（
祝
日
を
除
く
）

•
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
１
８
８

詐
欺
に
注
意

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口

座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

人
や
「
流
失
し
た
情
報
を
削
除

し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て

く
る
人
が
現
れ
て
い
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の

件
で
お
客
様
に
電
話
や
メ
ー
ル

で
連
絡
す
る
こ
と
は
、
あ
り
ま

せ
ん
。な
お
、
流
失
が
確
認
さ

れ
た
方
へ
の
新
し
い
基
礎
年
金

番
号
は
、郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件

で
お
金
な
ど
を
要
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て

▽
日
時
：
８
月
26
日
（
水
）
午

後
７
時
〜

▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館

▽
内
容
：
稲
敷
東
部
台
都
市
計

画
ご
み
焼
却
場
の
都
市
計
画
決

定
に
つ
い
て

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）

い
る
の
で
は
？
」
な
ど
、
ご
心

配
の
方
は
専
用
電
話
窓
口
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

日
本
年
金
機
構
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︲
８
１
８
︲
２
１

１

「
裂
き
織
り
体
験
」開
催

　
歴
史
民
俗
資
料
館

機
織
り
機
に
触
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。自
分
の
手
で
機
織

り
機
を
動
か
し
、
ト
ン
ト
ン
裂

き
織
り
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
８
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

▽
会
場
：
稲
敷
市
立
歴
史
民

俗
資
料
館　
ロ
ビ
ー

▽
対
象
：
小
学
校
３
年
生
以

上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費
：
無
料

▽
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は

来
館
に
て
申
込
み

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２

１
１

労
働
力
調
査

　
月
出
里
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
８
月
か

ら
１
月
に
月
出
里
地
区
の
一
部

で「
労
働
力
調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

調
査
員
が
各
世
帯
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
８
月

▽
調
査
地
域
：
月
出
里
地
区
の

一
部

■ 

問
合
せ
先　

茨
城
県
企
画
部
統
計
課　
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
４
９

難
病
患
者
支
援
制
度

　
難
病
患
者
を
支
え
る
制
度
で
す

平
成
27
年
国
勢
調
査
を
一
斉
に
行
い
ま
す

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

難
病
患
者
の
方
の
闘
病
と
そ
の

保
護
者
の
方
へ
の
支
援
制
度
で

す
。

●
支
給
対
象

市
内
に
在
住
し
、
竜
ヶ
崎
保
健

所
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
指
定
難

病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
」
を

保
持
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
保
護
者
の
方

●
支
援
費
の
支
給

月
額
：
３
０
０
０
円

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う
法

律
に
基
づ
い
て
、
10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
・
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施
す

る
統
計
調
査
で
す
。

　
９
月
上
旬
か
ら
、
総
務
大
臣
が

任
命
し
た
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯

を
訪
問
し
て
、
調
査
書
類
を
配
布

し
ま
す
。今
回
の
調
査
で
は
、
先

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を

受
け
付
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に
は
紙

の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。記
入

し
た
紙
の
調
査
票
は
、
調
査
員
が

再
訪
問
し
た
際
に
、
提
出
い
た
だ

く
か
、郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
も
し
、
皆
さ
ん
か
ら
回
答
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
内
容
が
不
正

確
、
不
完
全
だ
と
、
精
度
の
低
い

統
計
に
な
っ
て
し
ま
い
、
私
達
の

暮
ら
し
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※
こ
の
調
査
は
、
一
人
の
調
査
員

が
複
数
の
地
区
を
担
当
す
る
た
め
、

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区
の

近
隣
の
地
区
の
調
査
員
が
訪
問
す

●
支
給
日

年
２
回（
９
月
、３
月
）

●
申
請
の
手
続
き
方
法

各
庁
舎
窓
口
（
新
利
根
庁
舎
は

社
会
福
祉
課
）
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給

者
証
の
写
し
、②
通
帳
写
し（
表

紙
お
よ
び
カ
ナ
表
示
部
分
）、

③
印
鑑

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
何
の
た
め
に
調
査
す
る
の
？

日
本
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、福
祉
、雇
用
、環
境
整

備
、
防
災
対
策
な
ど
行
政
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
私
達
の

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
・
世

帯
が
対
象
で
す

10
月
１
日
現
在
、
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
が

対
象
で
す
。生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人

も
、調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
調
査
票
の
個
人
情
報
は
保
護
さ

れ
ま
す

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、
統

計
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。調
査
票
は
集
計

後
に
完
全
に
溶
か
さ
れ
ま
す
。

●
調
査
票
の
記
入
お
よ
び
提
出
は
、

み
ん
な
の
義
務
で
す

国
勢
調
査
は
、「
統
計
法
」に
よ
り

実
施
し
ま
す
。「
統
計
法
」
で
は
、

調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
報

告
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
の
結
果

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
結
果
は
、

平
成
28
年
２
月
に
公
表
予
定
で

す
。そ
の
後
、
詳
し
い
結
果
を

順
次
公
表
し
ま
す
。総
務
省
統

計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
政
策
企
画
課
統
計
係

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
３

０
０
）

●
現
在
受
給
し
て
い
る
方

提
出
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
更

新
後
の
受
給
者
証
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た
と

き
、
病
気
が
治
っ
た
と
き
、
そ

の
他
手
当
の
受
給
理
由
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
１
１
）



トピックストピックストピックス

広報稲敷 平成27年 8月号　1011　広報稲敷 平成27年 8月号

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
対
象
者
の
方
は
お
忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

消
費
税
の
引
上
げ
に
際
し
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に

鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
の
所
得
の
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
審
査
・
給
付
に
支
障
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
給
付
額

６
０
０
０
円（
一
人
に
つ
き
）

●
申
請
先

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間

９
月
１
日
（
火
）
か
ら
11
月
30
日

（
水
）

●
申
請
方
法

支
給
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
に
申
請
書
を
８
月
下
旬
頃
に
郵

送
し
ま
す
。返
信
用
封
筒
を
同
封

し
ま
す
の
で
、
確
認
書
類
を
添
え

て
、郵
送
ま
た
は
各
庁
舎
窓
口（
新

利
根
庁
舎
は
社
会
福
祉
課
）
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
方
法

審
査
終
了
後
、
申
請
書
に
記
載
し

た
指
定
口
座
に
振
り
込
み
に
な
り

ま
す
。

【
必
要
と
な
る
も
の
】

・
申
請
す
る
全
員
の
本
人
確
認
書

類
の
写
し
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
写
真
付
の
学
生
証
、
保
険

証
な
ど
）

・
振
込
指
定
口
座
の
写
し

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
３
２
１
２
）

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
】

申
請
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）

で
す
。給
付
対
象
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
兼
ね
た
申
請
書
を
発
送
し
て

い
ま
す
。（
公
務
員
を
除
く
）
給

付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
を
受
給

さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

●
給
付
額

３
０
０
０
円
（
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
）

●
申
請
先

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
を
支
給

す
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。公

務
員
の
方
は
、
基
準
日
（
平
成

27
年
５
月
31
日
）
に
お
い
て
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
児

童
手
当
を
市
か
ら
受
給
し
て
い

る
方
は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」

が
給
付
金
の
申
請
書
を
兼
ね
た

も
の
と
な
り
ま
す
。６
月
中
旬

に
郵
送
さ
れ
た
児
童
手
当
現
況

届
兼
申
請
書
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。郵
送
さ
れ
た
書
類
を

確
認
し
、
申
請
用
紙
に
記
入
、

押
印
を
し
て
、各
庁
舎
窓
口（
新

利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
の
方
へ
】

勤
務
先
よ
り
配
布
さ
れ
た
給
付

金
申
請
書
の｢

公
務
員
児
童
手

当
受
給
状
況
証
明
欄｣

に
証
明

を
受
け
、
振
込
口
座
の
通
帳
の

写
し
を
添
え
て
各
庁
舎
窓
口

（
新
利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭

課
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
方
法

審
査
後
、
申
請
書
に
記
載
し
た

指
定
口
座
に
振
り
込
み
。

※
平
成
27
年
10
月
以
降
に
支
給

予
定

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

事
前
申
請
受
付
中

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
や
組
織
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
宝
く
じ
事
業
の
収
益
を

財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
実
施
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
年
の
秋
に
実

施
要
綱
が
示
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
申
請
期
間
が
短
い
た
め
、

市
で
は
事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。

事
前
申
請
を
希
望
さ
れ
る
地
域

や
組
織
に
あ
っ
て
は
、
市
民
協

働
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
２
事
業
の
申
請

枠
の
た
め
、
申
請
多
数
の
場
合

は
、
審
査
の
う
え
優
先
順
位
を

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
し
も
採
択
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
限
：
８
月
28
日（
金
）

▽
主
な
対
象
事
業
お
よ
び
事
業

費

▽
開
催
日
：
10
月
18
日（
日
）

▽
会
場
：
江
戸
崎
総
合
運
動
公

園　
江
戸
崎
体
育
館

▽
招
待
者
：
77
歳
以
上
の
方

（
昭
和
14
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
方
）

■ 

問
合
せ

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
５
）

稲
敷
市
敬
老
会
10
月
18
日
開
催

　

77
歳（
喜
寿
）以
上
の
方
を
ご
招
待

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
た
高
齢
者
の
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。市
内
在
住
の
高

齢
者
の
方
を
ご
招
待
し
て
、
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
日
頃
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
の
収
容
人
数
の

安
全
面
を
考
慮
し
、
今
年
度
の

招
待
者
は
77
歳
（
喜
寿
）
以
上

の
方
と
な
り
ま
す
。

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

設
備
の
整
備
な
ど
（
１
０
０
万

円
以
上
２
５
０
万
円
以
内
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助

成
事
業

地
域
の
集
会
施
設
の
建
設
な
ど

（
総
事
業
費
の
３
／
５
以
内
、

上
限
１
５
０
０
万
円
）

③
青
少
年
健
全
育
成
事
業

青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど

（
30
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以

内
）

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
事
業
の
も
の
で
あ
り
、
平

成
28
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
請
先

稲
敷
市
市
民
協
働
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
１
０
０
）

日程
受付 午前9時30分～ 10時30分
式典 午前10時30分～ 11時15分
芸能発表・昼食 午前11時15分～正午
公演 正午～午後1時30分
※ 出演者（予定）　田川寿美・鳴海聖子　ほか

◁
昨
年
の
敬
老
会
で
の
１
コ
マ

相続・遺言書、車庫証明、建設許可、運送業許可、他
一人で悩まず気軽に電話相談！

あなたのまちの法律家

茨城県行政書士会茨城県行政書士会
☎０２９－３０５－３７３１

毎週月曜日と木曜日
（祝日、年末年始を除く）
午後1時～午後5時

詳しくはホームページ 茨城県行政書士会　検索　クリック

市民相談センター

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）
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●
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
方
に
は
、
８
月
初
旬
に

所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
届
に
よ

り
、
８
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給

が
決
ま
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
送
付
の
際
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

本
人
、
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

特
別
扶
養
手
当
／
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
各
種
手
当
制
度
の
ご
案
内

悪
質
業
者
に
ご
注
意

　
宅
内
排
水
設
備
工
事

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
】

●
支
給
対
象

身
体
、
知
的
、
ま
た
は
精
神
に
障

害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家

庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
父
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

●
手
当
の
額（
児
童
１
人
に
つ
き
）

１
級　
５
万
１
１
０
０
円（
月
額
）

２
級　
３
万
４
０
３
０
円（
月
額
）

※
１
級
は
身
体
障
害
手
帳
１
・
２

級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ

程
度
、
２
級
は
身
体
障
害
者
手
帳

３
級
程
度
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
程

度●
支
給
日

年
３
回（
４
月
・
８
月
・
11
月
）

●
認
定
請
求

社
会
福
祉
課
で
請
求
手
続
き
を
し
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
後
、
支

給
に
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類
：
①
認
定
請
求　
②

診
断
書　
③
戸
籍
謄
本　
④
住
民

票（
家
族
全
員
分
）　
⑤
身
体
・
療

育
手
帳
写
し　
⑥
通
帳
写
し
（
表

紙
お
よ
び
カ
ナ
表
示
部
分
）

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
台
所
、風
呂
、

ト
イ
レ
な
ど
の
排
水
を
公
共
枡
へ

接
続
す
る
為
の
宅
内
排
水
設
備
工

事
は
稲
敷
市
に
登
録
が
あ
る
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
、
工
事
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
業
者
の
説
明
不
足
な
ど

に
よ
る
工
事
契
約
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
業
者
が
言
葉
巧
み
に

「
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
」、「
市
下

水
道
課
に
委
託
さ
れ
た
」
な
ど
と

言
い
、
宅
内
排
水
設
備
の「
調
査
・

修
理
」、「
点
検
・
清
掃
」な
ど
と
訪

問
し
契
約
を
強
要
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
契
約
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な
説

明
を
う
け
承
諾
し
て
か
ら
契
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
、
左
上
の
事
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
宅
内
排
水
設
備
工
事
の
見
積
や

契
約
は
供
用
開
始
後
で
も
十
分
に

間
に
合
い
ま
す
の
で
、
慎
重
に
お

選
び
く
だ
さ
い
。

　
少
し
で
も
疑
問
や
不
審
に
思
っ

た
ら
市
下
水
道
課
へ
、
契
約
（
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
含
む
）
に
関
す

る
こ
と
は
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

•

稲
敷
市
下
水
道
課　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
９
７
３
）

•

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
そ
れ

ぞ
れ
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
手
当
は
、
本
人
・
家
族
か

ら
の
申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。認
定
に
な
っ
た
場
合
は
申

請
し
た
翌
月
か
ら
手
当
支
給
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手

当
制
度
】

特
別
障
害
者
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

あ
る
在
宅
で
20
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。手
当
受
給

者
の
入
院
期
間
が
３
か
月
を
経
過

し
た
場
合
に
は
資
格
喪
失
と
な
り

ま
す
。

▽
手
当　
月
額
２
万
６
６
２
０
円

支
給
対
象
障
害
程
度

（
ア
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
重
複
す
る
場
合

（
イ
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
１
つ
、
同
２
級
程
度
の

障
害
２
つ
以
上
重
複
す
る
場
合

（
ウ
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

以
上
の
障
害
が
１
つ
で
も
、
日
常

生
活
能
力
が
低
く
（
ア
）
と
同
程

度
の
場
合

●
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
重
度
の
障
害
児

（
20
歳
未
満
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
手
当　
月
額
１
万
４
４
８
０
円

支
給
対
象
障
害
の
程
度

（
ア
）
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度（
イ
）療
育
手
帳
Ⓐ
程
度

●
手
当
の
支
給
手
当

認
定
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
２

月
、
５
月
、
８
月
お
よ
び
11
月
の

４
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

の
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●
認
定
申
請
の
方
法

社
会
福
祉
課
へ
申
請
。

▽
必
要
書
類
：
①
申
請
書　
②
診

断
書　
③
口
座
払
込
書　
④
年
金

証
書　
⑤
戸
籍
抄
本

⑥
住
民
票
（
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
と
も
共
通
）

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

本
人
、
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
そ

れ
ぞ
れ
一
定
額
以
上
あ
る
場
合

は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

【
現
況
届
】

▽
届
出
期
限
：
８
月
11
日
〜
９

月
10
日

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、

８
月
初
旬
に
送
付
す
る
、「
特

別
障
害
者
手
当
等
受
給
資
格
者

現
況
調
査
表
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
各
庁
舎
窓
口
（
新
利

根
庁
舎
は
社
会
福
祉
課
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
毎
年
１
回
、
継
続

支
給
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事

な
届
で
す
の
で
、
届
出
期
限
内

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
場
合
に
は
手
当
の

支
払
い
を
一
時
差
し
止
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
本
人
・
家
族

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
市
が
認

定
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課（
新
利
根
庁

舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
２
１
１
）

１．むやみにドアを開けない
２．勝手に作業をさせない
３．その場ですぐ契約しない
 （ハンコやサインは慎重に！）
４．下水道課との関係をにおわせたら、 
  下水道課に確認する

国
土
調
査（
地
籍
調
査
）の
閲
覧

　

羽
生
地
区
・
柏
木
地
区

排
水
設
備
主
任
技
術
者
試
験

　

市
下
水
道
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

羽
生
地
区
（
大
字
羽
生
、
堀
之

内
、柏
木
、古
渡
の
各
一
部
）と

柏
木
地
区（
大
字
柏
木
、
古
渡
、

堀
之
内
、柏
木
古
渡
の
各
一
部
）

内
の
土
地
に
つ
い
て
、
国
土
調

査
法
に
よ
る
地
籍
調
査
を
お
こ

な
い
、
地
図
お
よ
び
簿
冊
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
同
法
第
17

日
本
下
水
道
協
会
に
よ
る
排
水

設
備
主
任
技
術
者
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。こ
の
資
格
は
稲
敷
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
必
要

な
資
格
で
す
。

●
排
水
設
備
主
任
技
術
者
試
験

▽
日
時
：
10
月
22
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
（
受
付
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

▽
会
場
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑

波（
土
浦
市
城
北
町
２
︲
２
４
）

▽
受
験
料
：
２
０
０
０
円

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
下
記

の
通
り
閲
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間

８
月
３
日
（
月
）
〜
８
月
22
日

（
土
）

▽
閲
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
閲
覧
場
所

●
受
験
者
講
習
会

▽
日
時
：
９
月
17
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
（
受
付
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

▽
会
場
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑

波（
土
浦
市
城
北
町
２
︲
２
４
）

羽
生
公
民
館

▽
備
考

地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
や
代

理
人
の
方
は
、
認
印
（
シ
ャ
チ

ハ
タ
不
可
）
や
委
任
状
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
建
設
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
５
０
０
）

▽
受
講
料
：
２
０
０
０
円

●
申
込
方
法

試
験
、
講
習
会
と
も
8
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
下
水
道
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
下
水
道
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
９
７
３
）

資格喪失届
児童を監護しなくなった場合や児童
が福祉施設などに入所した場合など、
支給要件に該当しなくなったとき

障害状況届
児童の障害認定期間（有期）が到来す
るとき。この場合は届出通知を送付し
ます

その他の届
住所を変更したとき、支給要件に該当
する児童が増えたとき、児童の障害の
程度に変化があったとき

こんな時は手続きが必要になります。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
稲
敷
７
月
号
掲
載
記
事
13
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
こ
こ
で
お
詫
び
し
、訂
正
し
ま
す
。

【
正
】　
藍
綬
褒
章（
更
正
保
護
功
績
）　
菊
池
緑
さ
ん　
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●
稲
敷
市
音
楽
文
化
発
展
有
志

の
会
（
田
中
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
１
１
６
９

農
業
大
学
校

入
学
生
募
集

農
業
の
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

大
学
へ
の
編
入
資
格
も
得
ら
れ

ま
す
。

▽
願
書
受
付
：
推
薦
入
試
（
各

学
科
）９
月
30
日（
水
）〜
10
月

15
日（
木
）、一
般
入
試
前
期（
各

学
科
）11
月
16
日（
月
）〜
12
月

８
日（
火
）、
研
究
科
一
般
入
試

11
月
16
日
（
月
）
〜
12
月
８
日

（
水
）
▽
試
験
日
：
推
薦
入
試

10
月
27
日（
火
）、
一
般
入
試
12

月
16
日（
水
）、
研
究
科
一
般
入

試
12
月
16
日
（
水
）　

▽
授
業

料
等
：
入
学
試
験
手
数
料
（
２

２
０
０
円
）、
入
学
料（
５
６
５

０
円
）、
授
業
料（
年
11
万
８
８

０
０
円
）、
自
治
会
費
な
ど
。学

科
１
年
生
は
全
寮
制
（
１
人
食

費
月
額
約
３
万
円
）、
学
科
２

年
生
お
よ
び
研
究
科
は
希
望
入

寮
制　
▽
そ
の
他
：
募
集
人
員

な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
県
立
農
業
大
学
校　
☎
０
２

９
︲
２
９
２
︲
０
０
１
０

て
、
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

▽
期
間
：
９
月
７
日
（
月
）
〜

13
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま

で
（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
ま
で
）　

▽
電
話
番
号
：

０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
）　

▽
相
談
員
：
人
権
擁
護

委
員
、法
務
局
職
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９

９
１
９

バ
ン
ド
音
楽
祭

合
併
10
周
年
記
念

稲
敷
市
10
周
年
記
念
の
お
祝
い

と
し
て
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。音
楽
を
通
し
て
稲
敷

の
四
季
折
々
の
景
色
や
情
景
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
８
月
30
日
（
日
）
午

後
１
時
開
演　
▽
場
所
：
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
入
場

無
料
）　

▽
内
容
：
稲
敷
文
化

協
会
加
盟
団
体
（
音
楽
）
の
紹

介
（
演
奏
会
形
式
に
よ
り
、
各

団
体
の
新
規
会
員
募
集
や
紹
介

を
行
い
ま
す
）

登
記
相
談

予
約
サ
ー
ビ
ス
開
始

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

に
関
す
る
相
談
を
事
前
予
約
に

よ
り
お
受
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
は
、
登
記
相
談
が
重
複
し
た

際
、
皆
さ
ま
に
待
ち
時
間
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
事

前
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
よ

り
皆
さ
ま
の
待
ち
時
間
の
解
消

が
図
ら
れ
、
ご
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、最
寄
り

の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
水
戸
地
方
法
務
局
龍
ケ
崎
支

局　
☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
０

２
２
５高

齢
者
・
障
害
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

人
に
は
み
な
人
権
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
人
権
侵
害
が
発
生
し
て

お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
・
障
害

者
に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い

さ
く
ら
が
わ
盆
踊
大
会

合
併
10
周
年
記
念

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
さ
く

ら
が
わ
盆
踊
り
大
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。当
日
は

稲
敷
い
な
の
す
け
も
登
場
し
ま

す
。

▽
日
時
：
８
月
14
日
（
金
）　

午
後
６
時
30
分
〜　
▽
会
場
：

市
役
所
桜
川
庁
舎

●
さ
く
ら
が
わ
青
年
会

行
政
書
士

無
料
相
談

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
８
月
22
日（
土
）、
９

月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４

時
▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民
館　

▽
相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
／
法
人
設
立
お
よ

び
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
な

ど●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
７
日
（
金
）
／

９
月
８
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

５
周
年
記
念
講
演
会

県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

元
国
際
連
合
世
界
食
糧
機
構

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
ア
ジ
ア
地
域
局
長

忍
足
謙
朗
氏
を
お
迎
え
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
「
未
来
」
を
ど

の
よ
う
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
忍
足
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。ご
不
明
な

点
は
事
務
局
ま
で
。

▽
日
時
：
９
月
13
日
（
日
）
午

後
１
時
〜　
▽
会
場
：
茨
城
大

学
講
堂

●
茨
城
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
事
務

局　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
３

０
２
０

き
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
支
給

月
額
５
０
０
０
円
（
一
人
に
つ

き
）

●
支
給
日

年
２
回（
９
月
、３
月
）

●
申
請
の
手
続
き

社
会
福
祉
課（
新
利
根
庁
舎
内
）

で
申
請
の
手
続
き
を
し
、
市
長

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▽
提
出
書
類
：
①
認
定
申
請
書

②
住
民
票　
③
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳　
④
印
鑑

⑤
口
座
振
替
依
頼
書
お
よ
び
通

帳
写
し
（
表
紙
お
よ
び
カ
ナ
表

示
部
分
）

●
そ
の
他

障
害
児
が
施
設
に
入
所
し
た
と

き
や
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
３

２
１
１
）

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

デ
ン
グ
熱
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
人
か
ら
人
へ
は
感
染
し
ま
せ
ん

心
身
に
障
害
の
あ
る
、
在
宅
の

障
害
児
（
20
歳
未
満
）
を
介
護

し
て
い
る
保
護
者
と
そ
の
家
族

に
対
し
、
障
害
児
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

●
支
給
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
、
在
宅
の

障
害
児
（
20
歳
未
満
）
を
介
護

し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
。

（
市
内
在
住
の
方
に
限
る
）

●
障
害
の
程
度

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
、Ａ
、

Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
の
方

・
身
体
障
害
の
程
度
が
身
体
障

害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
〜
３

級（
内
部
的
疾
患
含
む
）の
方
。

ま
た
は
、
４
級
に
該
当
す
る
障

害
の
う
ち
、
下
肢
に
障
害
の
あ

る
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
１
級
、

２
級
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ

た
方

※
た
だ
し
、
障
害
児
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
給
で

デ
ン
グ
熱
は
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
で
、
ウ
イ
ル

ス
を
保
有
す
る
蚊
に
刺
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。蚊

の
発
生
し
や
す
い
場
所
に
立
ち

入
る
際
に
は
、
肌
の
露
出
を
少

な
く
し
た
り
、
虫
除
け
剤
を
使

用
し
て
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
２
４
１
︲
６
６
５

２

 ●病原体 ・デングウイルス
 ●潜伏期間 ・多くは3日～ 7日
 ●症状 ・突然の発熱（38度以上）
  ・頭痛や関節痛
  ・発疹　など
 ●好発時期 ・夏季に多い（蚊が生息する時期）

技
術
を
伝
え
た
い
」
と
思
わ
れ
て

い
る
方
は
「
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

講
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が

あ
っ
た
時
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た

活
動
依
頼
を
い
た
し
ま
す
。登
録

用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
、
各
公
民
館
、
生

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」・「
い
な
し
き
・
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」

　
豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
知
識
・
技
術
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か

●「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」講
師

募
集

「
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ

と
や
特
技
・
技
術
な
ど
を
他
の

人
に
も
伝
え
た
い
」
と
思
わ
れ

て
い
る
方
、
講
座
を
開
設
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▽
募
集
期
間
：
８
月
28
日（
金
）

ま
で

▽
テ
ー
マ
：
生
涯
学
習
に
関
す

る
こ
と（
審
査
有
り
）

▽
回
数
：
10
回
ま
で

▽
会
場
：
各
公
民
館
・
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
ど

▽
講
師
料
：
無
料
で
す
が
教
材

費
等
実
費
は
徴
収
で
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法
：
各
公
民
館
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習

課
に
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。申

込
用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

●
「
い
な
し
き
・
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
」登
録

「
豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
知
識・

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま

す
。必
要
事
項
を
記
入
の
上
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
涯
学
習
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
３
７
０

６
）
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informationくらしと情報

8月  6日（木） 東庁舎 弁護士
8月20日（木） ふれあいセンター 弁護士
9月  3日（木） 桜川庁舎 弁護士
9月17日（木） 江戸崎公民館 弁護士

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：8月18日（火）　午前10時～午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）
竜ケ崎保健所
家に閉じこもっている、気分がイライラする、眠れないなど困っ
たことはありませんか？専門医や保健師が相談に応じます。
▽日時：8 月 5 日（水）　午後 3 時～／ 8 月 18 日（火）　午後
2時～　▽場所：竜ケ崎保健所　相談室1　※予約制になります。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

8月18日（火）　江戸崎庁舎／ 8月19日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝8月10日（月）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
６
月
）

２
日
：
議
会
定
例
会
開
会

（
東
庁
舎
）

４
・
５
日
：
議
会
本
会
議
一

般
質
問（
東
庁
舎
）

８
日
：
い
な
し
き
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

10
日
：
全
国
防
災
・
危
機
管

理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
全
国

都
市
会
館
）

11
日
：
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
５
（
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）

12
日
：
議
会
定
例
会
閉
会

（
東
庁
舎
）

13
日
：
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
フ

ェ
ア（
ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森
）

15
日
：
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
稲
敷
市
推
進
委
員
会

（
桜
川
庁
舎
）

16
日
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
（
江
戸
崎
公

民
館
）

17
日
：
農
業
公
社
理
事
会

（
東
庁
舎
）

20
日
：
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ

ー
ル
ズ
選
手
激
励
会
（
桜
川

運
動
公
園
）

22
日
：
家
畜
衛
生
指
導
協
会

総
会
（
東
庁
舎
）
／
シ
ル
バ

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３

級
養
成
講
習
会
閉
講
式
（
い

こ
い
の
プ
ラ
ザ
）

23
日
：
地
域
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
総
会
／
農
業

振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

（
東
庁
舎
）

24
日
：
国
保
連
合
会
監
事
会

（
県
市
町
村
会
館
）
／
江
戸

崎
総
合
高
等
学
校
評
議
員
会

（
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
）

26
日
：
稲
敷
警
察
署
協
議
会

（
稲
敷
警
察
署
）

28
日
：
親
善
大
使
海
外
派
遣

団
結
団
式（
桜
川
庁
舎
）

29
日
：
稲
敷
地
区
法
人
会
通

常
総
会（
商
工
会
）

30
日
：
議
会
運
営
委
員
会
／

議
会
全
員
協
議
会
／
議
会
臨

時
会
（
東
庁
舎
）
／
稲
敷
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

水
防
協
議
会
（
龍
ヶ
崎
消
防

署
） 紙

面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月～金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時～午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：8月19日（水）　午前10時～午後3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：8月25日（火）／ 9月24日（木）　江戸崎公民
館　午前9時30分～正午　▽対象：市内企業経営者および勤
務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時までに
予約してください）
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線
5604）

相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）
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Emergency 危機管理情報

項　　　目 検　　査　　品　　目
不　検　出 -

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の
測定を無料で行っています。貸出を希望する場合は、
最寄りの庁舎へ、食品放射能の測定を希望する場合は、
危機管理課（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてく
ださい。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています

※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取場所などの詳細、ご相談については、稲敷市危機管理課（tel.029-
892-2000　内線4403）にお問い合わせください。

食品放射性物質測定結果（6月1日〜30日）

「ひばりくん防犯メール」は、県民の皆さまが身近な犯罪から身を守るために必要な犯罪の発生・防犯対策情報や子ども・女
性に対する声かけ事案情報、交通事故情報、県警からのお知らせなどを希望者のパソコンや携帯電話にメールで配信するサ
ービスです。
　現在、稲敷市内ではニセ電話詐欺や不審者などが多く発生しています。市民のみなさんの安心・安全のためにもご登録をお
願いします。ご登録の際に、不明な点などありましたら、お気軽に稲敷警察署（☎029-893-0110）までお電話ください。

稲敷警察署からのお知らせ　〜ひばりくん防犯メールにご登録を〜

放射線情報

informationくらしと情報

7月26日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
8月  2日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 市川ファミリークリニック（阿見町）tel.029-843-3301
8月  9日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 はたかわ医院（美浦村）tel.029-885-2358
8月16日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
8月23日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
8月30日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
9月  6日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
9月13日（日） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
▽診療時間：午前9時～午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,293人（-93）

　　男：21,484人（-54）

　　女：21,809人（-39）

世帯数：14,876世帯（-11）

※7月1日現在

8月の納税
▽納期限：8月31日（月）
・市県民税：2期
・介護保険料：3期
・国民健康保険税：3期
・後期高齢者医療保険料：2期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～0時30分／休日昼間の
み＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 第2、第4火（午前9時30分～）、土曜（午後1時～）
太極拳教室 8月12日（水）　午後1時30分～
梅さんの落語会 8月17日（月）　午前10時30分～
料理教室 8月26日（水）　午前10時～
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制

曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時～9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時～9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時～9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時～5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時～正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午～午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

■配信情報
●子ども・女性対象の犯罪、声かけ、不審者情報
• 暴行（暴漢）・公然わいせつ・声かけ・ちかんなど
●ニセ電話詐欺等情報
• ニセ電話詐欺・ニセ電話類似詐欺・悪質商法
●その他の犯罪情報
• 殺人・強盗・放火・恐喝・通り魔事件・ひったくり
• 凶器を使用して県民に危害を及ぼすおそれのある事件
• 連続的に発生し、被害の拡大が予想される事件
●行方不明者等情報
• 行方不明者・身元不明者・身元不明遺体の情報提供依頼
●交通事故情報
• ひき逃げ交通事故（死亡または重傷）
• 交通事故防止への注意喚起など
●県警からのお知らせ
• 各種イベント開催情報
• 交通安全運動や地域安全運動等の情報
• その他のお知らせ
※ 希望する情報を選択することが出来ます。

■よくある質問
Ｑ．「ひばりくん防犯メール」の登録費用はかかりますか？
Ａ．登録は無料です。なお、メールの受信に伴い発生する通
信事業者から請求される通信料等につきましては、ご利用
者の負担となります。
Ｑ．登録用メールアドレスに空メールを送りましたが、返
信がありません。
Ａ．迷惑メール対策の設定によっては、「ひばりくん防犯メ
ール」が受信できない可能性があります。
受信制限されている方は、
@mail1.police.pref.ibaraki.jp
からのメールを受信できるよう設定し、URL 付きメール
を受信する設定に変更してください。

左のQR コードを読み込む

または
add@mail1.police.
pref.ibaraki.jp
へ空メール送信
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音
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６
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催
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江
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４
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５
年
）、武
藤
ま
ゆ
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４
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独
奏
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ま
し
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指
揮
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ひ
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江
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６
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し
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体
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ま
し
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。
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か
ぼ
ち
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フ
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ア

６
月
13
日
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ポ
テ
ィ
ロ
ン
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で
「
江

戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
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の
オ
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ン
グ
イ
ベ
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催
さ
れ
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江
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催
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６
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光
協
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敷
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催
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外
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大
勢
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釣
り
人
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ま
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そ

の
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を
競
い
合
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
6-7月

稲敷市の出来ごとを取り上げます。 
●秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）
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。

6
少
年
野
球
チ
ー
ム
活
躍

高
円
宮
賜
杯
第
35
回
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
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。
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稲敷バラエティー
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

　　 8月の支援センター
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　　　江戸崎駅の簡易改修に取組中

　　　稲敷市市制施行合併10周年記念事業
　　　カブトムシ相撲大会2015　稲敷場所

●江戸崎駅の手づくり改修に取り組んでいます

市では、市民の皆さんの足で
ある路線バスの存続を図る

ため、さらなる効率化やネットワ
ーク化を図っていきたいと考え、
平成26年度にJR バス関東バスよ
り、江戸崎駅を購入しました。
　将来的には、土浦や龍ヶ崎、香取方面との結節点（ハブ）
として、地域まちづくりに配慮しながら、総合バスターミ
ナルとして施設配備を行っていくことを検討しております
が、その整備内容が確定するまでの間、江戸崎駅を快適に
利用してもらいたいと思い、筑波大学をはじめ、江戸崎総
合高校や地域の皆さんの協力をいただきながら、暫定的な
簡易改修の準備をしています。

〜　集まれ♪いなしきっ子　- 夏まつり-　〜
市内４か所の支援センター合同で、夏まつりを開催します。的あて・うちわ製作・輪投げなど楽しいコーナーを用意していま
す。同じ会場で、おもちゃ病院も開院します。※ 当日、あいアイは休館です。
▽日時：8月7日（金）午前10時～　▽会場：江戸崎体育館　▽申込み：各支援センター　▽定員：100組

あそびの広場日程　〜8月分〜
（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

つばさ・ひまわり
６月のお誕生日会☆
七夕飾り作りも楽し
みました♪みんなの
願い事は叶ったか
な？

あいアイ
あいアイ運動会で、
いなのすけも一緒に
準備体操！

こうだ
鳥のつばさの手形が
かわいい。すてきな
部屋飾りが出来まし
た♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡〜 8月分〜
☆ 開設時間：午前10時～午後3時（変更の場合あり）

【東保健センター】※9月からはあずま生涯学習センター
3日（月）、12日（水）、17日（月）、21日（金）、26日（水）

【桜川保健センター】
5日（水）、19日（水）、24日（月）、28日（金）

♡幼稚園広場♡　〜８月〜
夏休みの間、幼稚園児の親子を対象に開催します。
詳細については、幼稚園・子ども園を通じて差し上げた
お便りをご覧ください。

【あいアイ】
★身体測定★　25日（火）
★ベビーマッサージ★　6日（木）、20日（木）
★産後骨盤調整ヨガ　27日（木）《3か月～10か月の親子》
3日（月）～ 26日（水）までの、毎週月火水は水遊びを行いま
す。（天候により変更の場合あり）

【つばさ】
4日（火） norinori ☆英語であそぼ♪
18日（火） 楽器を作ってあそぼ♪
20日（木） お誕生会＆デコパージュ風鈴づくり
25日（火） おもしろアートあそび
27日（木） ミニお祭り遊び

【ひまわり】
3日（月） お誕生会＆スクラップブックを作ろう
11日（火） 水あそびおもちゃを作ろう♪
19日（水） 赤ちゃんあつまれ～！水あそびおもちゃ作り
28日（金） リズム遊び♪

【こうだ】
6日（木） マジックショー
11日（火） 水遊び・プール遊び♪
20日（木） 水遊び・プール遊び♪
27日（木） 水遊び・プール遊び♪

稲敷市商工会青年部では、夏休みに『茨城ゴールデンゴールズ！　カブトムシ相撲大会　稲敷場所』を以下の日程で開催
します。このイベントは稲敷市の大自然にふれあいながら稲敷市をPR しようと計画したもので、子供たちに大人気の

事業です。今年も『茨城ゴールデンゴールズ』の片岡安祐美監督（参加予定）と選手も応援に駆けつけてくれます。皆さまの参
加をスタッフ一同お待ちしております。

●日時：8月8日（土）　※ 受付：午後1時～　開会式：午
　後1時30分（終了予定：午後5時）
●会場：あずま生涯学習センター（佐原組新田1596）
●賞品：市特産品・東京ディズニーランドチケットなど
●募集人数：先着128名
　（締切：7月31日または定員到達まで）
●参加料：300円（飲物・保険代）
●参加資格：カブトムシを持参できる小学生以下
　（小学3年生以下の参加者は保護者の付き添い）

●申込方法
所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。（遠方の方はFAX での受付可。参加料
は当日集めます。）
稲敷市商工会青年部HP（http://www.e-seinenbu.com/）
より申込用紙をダウンロードしてください。
●申込・問い合わせ先
稲敷市商工会青年部（根本・石田）　専用携帯090−8813
−2603　FAX029−892−4964

●第1回ワークショップの様子
6月24日に笑遊館にて江戸崎総合高校の生徒のみなさん、
地域のまちづくりグループの方々、筑波大学と市役所で、
江戸崎駅の簡易改修について話し合いを行いました。
　この話し合いでは、ここでしか撮れないフォトスポット
にしたり、稲敷いなのすけを活用したいといった意見や、
市の情報を集めることができたり、ホッと一息できるスペ
ースにしたいと
いったアイデア
が出されました。
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生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

いなしき大学スタート
6月9日江戸崎公民館で、高齢者を対
象とした「いなしき大学」がスタート
し、開校式と第１回学習会が行われま
した。学習会では、筑波大学准教授・大

藏倫博先生による「スクエアーステッ
プ」の講習が行われ、参加者たちは楽
しそうにステップを踏んでいました。
スクエアーステップとは四角いマス目
が描かれたマットの上で歩いたりステ
ップを踏む運動で、介護や認知症予防
に効果があると注目されている運動で
す。

「すばらしい日本語」講座
生涯学習課では、日本語の良さを再発
見してもらおうと、市内在住の筑波大

学名誉教授・津田幸男先生を講師に迎
え「すばらしい日本語」講座を９月ま
で開催しています。初回の5月30日
は「世界を平和にする日本語」という
テーマで行われ、約100名が日本語に
ついて学びました。9月まで月１回開
催されますので、興味のある方は、ぜ
ひご参加ください。

今年度も稲敷大学スタート
　232人が参加

新利根地区混合
　バレーボール大会
６月７日、新利根体育館を会場に混合
バレーボール大会（主催：新利根地区
体育推進委員会）が開催されました。
４チームが参加し、白熱した中でも和
気あいあいと実施できました。
　11月には秋季大会を予定していま
すので、ぜひお友達や職場でチームを
つくって参加してください。
▽優勝：まこと　▽準優勝：なでしこ
Ｂ

夏季ソフトボール大会
６月21日、白鷺球場、東グラウンドを

会場に、稲敷市ソフトボール連盟主催
の夏季ソフトボール大会が開催されま
した。参加５チームによる熱戦が繰り
広げられました。
▽優勝：アイドリーム　▽準優勝：江
戸崎ベアーズ　▽３位：稲敷市役所

市内スポーツ結果
　6月に行われた大会の様子

図書カレンダー 8月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、25日（火）

新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日
■開館（室）時間：午前9時～午後
５時、※ 図書館は水曜日のみ午
前11時～午後7時

図書館・図書室共通

「夏休み子ども読書スタンプラリー」開催中！
図書館・公民館図書室では、夏休み子
ども読書スタンプラリーを開催してい
ます。読書冊数の認定書と参加賞を用
意してお待ちしていますので、ぜひご
参加ください。
　スタンプラリーの期間は８月 30 日

（日）までですが、認定証と参加賞は
夏休み途中でも終了後でも引換できま
す。ただし、一人１回限りとなります。

図書館で快適な夏を……
今年も図書館は「いばらきクールシェ
ア」協力施設に登録しました。
　暑い夏の昼間の時間帯に、家庭のエ
アコンの使用をやめ、涼しい館内で過
ごすことで、社会全体のエネルギーの
節約につながります。どなたさまもお
気軽にご来館ください。

今月の展示
自由研究・工作の本のコーナーをつ
くってあります。夏休みの宿題にお役
立てください。
絵本コーナー展示

「おばけのはなし・こわいはなし」の
絵本を集めてあります。暑い夏にぞく
ぞくっとするお話をどうぞ。

映画会
▽上映時刻:午後２時から　申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各 70 名
■学校の怪談（アニメ 46 分）
▽上映日：８月１日（土）２日（日）
■サーフズ・アップ（アニメ 85 分）
▽上映日：８月８日（土）９日（日）　
■ 100 回泣くこと（邦画 116 分）

▽上映日：８月 15 日（土）16 日（日）
■ウォーキング with ダイナソー（ア
ニメ 88 分）
▽上映日：８月 22 日（土）23 日（日）
■アニメおしりかじり虫　かじり屋、
本日開店 !?（アニメ 49 分）
▽上映日：８月 29 日（土）30 日（日）
おはなし会
おはなしの木
▽日時：８月８日（土）午後１時～　
▽内容：大型絵本「100 かいだての
いえ」「ありとすいか」大型かみしば
い「竜のおさんばさん」ほか
図書館おはなし会
▽日時：８月 30 日（日）午前 10 時
30 分～　▽内容：絵本「ねえだっこ
して」、「ゴリオとヒメちゃん」ほか

新着図書（図書館）
「屋上のウインド
ノーツ」額賀澪、

「極悪専用」大沢
在昌、「豹変」今
野敏、「オールド・
テロリスト」村上
龍、「 ヒ ト リ コ 」
額賀澪
このほかにも多数
の新刊図書があり
ます。市ホームペ
ージでご確認くだ
さい。

市立図書館
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て
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を
そ
ぞ
ろ
あ
る
き
や
風
涼
し	

酒
井
涼
花（
小
羽
賀
）

葭
切
や
小
魚
を
煮
る
店
の
裏	

代
静（
犬
塚
）

青
鷺
の
高
枝
に
居
て
何
思
ふ	

石
井
忠（
橋
向
）

水
郷
の
麦
秋
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
の
よ
う	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

皐
月
空
幟
は
た
め
き
寝
釈
迦
の
日	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

未ひ
つ
じ

草ぐ
さ

閉
じ
る
帰
宅
と
な
り
に
け
り	

岡
村
敏
子（
新
山
）

傘
ひ
ろ
げ
梅
雨
の
に
お
い
を
干
し
に
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

句
座
座
敷
ま
ず
と
び
こ
み
し
紅
紫
陽
花	

根
本
京
子（
高
田
）

水
匂
ふ
寄
す
波
荒
き
梅
雨
の
湖	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

口
角
を
上
げ
て
に
っ
こ
り
初
夏
講
座	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

梅
雨
晴
れ
間
今
日
は
頑
張
る
万
歩
計	

根
本
静
江（
阿
波
）

ご
ろ
ご
ろ
と
落
梅
拾
う
人
も
な
し	

小
貫
和
子（
浮
島
）

葭
切
り
や
風
に
負
け
じ
と
鳴
き
猛
り	

高
柳
ゆ
き
子（
古
渡
）

帰
宅
し
て
こ
も
る
暑
さ
を
開
け
放
つ	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
呼
び
止
め
梅
雨
晴
間	

埜
口
信
子（
阿
波
）

校
名
の
変
わ
り
し
母
校
夏
木
立	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

眼
科
医
や
右
見
左
見
百
合
の
花	

高
須
湖
城（
浮
島
）

若
き
ら
を
見
れ
ば
不
安
の
影
よ
ぎ
る
戦
争
の
む
ご
さ
知
る
我
故
に	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

写
真
撮
る
久
し
ぶ
り
会
う
三
兄
弟
年
の
和
二
百
七
歳
尽
き
ぬ
語
ら
い	

財
部
睦
美（
光
葉
）

早
苗
田
淡
き
月
夜
を
田た
か
わ
ず蛙
の
鳴
く
音ね

聞
き
い
て
幼
き
日
を
恋	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

週
毎
に
行
く
ゴ
ー
エ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
は
友
の
笑
顔
の
う
れ
し
さ
に
あ
う	
松
本
静
子（
西
町
）

十
代
の
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
あ
ふ
れ
あ
り
そ
こ
に
見
え
る
は
社
会
の
闇
か	
山
本
彰
治（
高
田
）

庭
隅
に
作
り
し
ト
マ
ト
・
豆
・
胡
瓜
朝
夕
愛
で
る
我
が
子
の
よ
う
に	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

家
め
ぐ
る
土
塁
の
手
直
し
あ
れ
こ
れ
と
年と

し令
を
忘
れ
て
や
っ
と
終
え
た
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

目
覚
む
れ
ば
夜
来
の
雨
が
ひ
ん
や
り
と
朝
の
空
気
の
超
す
が
す
が
し	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

登
校
の
黄
色
い
帽
子
は
姉
妹
庭
あ
じ
さ
い
の
揺
れ
て
見
送
る	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

亡
夫
と
植
え
し
屋
敷
の
木
々
は
鬱
蒼
と
六
十
年
の
歳
月
語
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

生
き
て
る
手
足
も
動
き
お
し
ゃ
べ
り
も
災
い
中
起
き
た
奇
蹟
よ	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

目
も
唇く
ち

も
心
も
飢
え
し
そ
の
日
よ
り
消
え
ず
に
残
る
空
襲
の
悪
夢	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

五
月
風
楓
若
葉
に
お
く
露
を
こ
ぼ
し
て
よ
ぎ
る
雨
後
の
あ
さ
あ
け	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

わ
が
里
に
田
植
え
終
え
れ
ば
ど
の
丘
も
椎
の
若
葉
の
黄
に
ぞ
ふ
く
ら
む	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

大
利
根
の
川
面
を
染
め
る
夕
茜
千ち

ぢ千
に
く
だ
け
て
き
ら
め
き
止
ま
ず	

板
橋
道
子（
福
田
）

夕
風
の
そ
よ
ぐ
植
田
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ほ
の
ぼ
の
赤
き
満
月
映
る	

柴
崎
文
子（
町
田
）

輪
の
な
か
に
わ
が
ふ
と
覚
ゆ
淋
し
さ
を
打
ち
消
す
ご
と
く
笑
顔
つ
く
る
を	

根
本
邦
子（
押
砂
）

ト
タ
ン
屋
根
に
降
り
出
せ
る
雨
騒
が
し
も
孫
の
爪
弾
く
ギ
タ
ー
の
ご
と
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

泣
か
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の「
真
央
」の
舞　

魔
物
と
や
ら
が
い
た
ん
だ
や
は
り	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

長
生
き
を
希ね
が

う
言
葉
を
賜
う
君
ひ
と
り
夜
更
け
の
静
け
さ
に
沁し

む	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

柿
け
や
き
遅
速
は
あ
れ
ど
芽
吹
く
庭
活
気
に
満
ち
る
朝
な
朝
な
に	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

古
渡
興
禅
寺
の
地
蔵
堂
の
正
面
に
、
一
枚
の
額

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
欅
板
一
枚
で
横
幅
二

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
。
今
で
は
文
字

も
ほ
と
ん
ど
風
化
し
、
消
え
て
読
む
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
三
〇
年
位
前
は
何
と
か
読
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
内
容
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
昭
和
二
一
年
、
当
時
の
古
渡
青
年

学
校
長
の
宮
本
甲
子
郎
先
生
が
、
青
年
た
ち
の

短
歌
作
品
を　

古
渡
村
百
人
一
首「
忘
れ
な
草
」

と
題
し
額
と
し
て
、
奉
納
し
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

前
年
の
昭
和
二
〇
年
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
、

今
年
で
終
戦
七
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
終
戦
直

後
、
教
育
方
針
も
百
八
十
度
転
換
し
、
そ
れ
ま

で
受
け
て
来
た
人
生
の
指
針
を
失
い
、
多
く
の

若
者
が
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
新
し
い
心
の
支

え
を
求
め
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
ん
な
複
雑
な

環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
素
直
な
目
で
現
実
を

見
、
平
和
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
を

三み
そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字
に
託
し
謳う
た

い
あ
げ
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
忘
れ
な
草
」
は
、
昭
和
一
九
年
～

二
一
年
、
古
渡
青
年
学
校
へ
入
学
し
、
同
二
二

年
に
卒
業
し
た
、
一
八
歳
前
後
の
若
者
六
八
人

が
詠よ

ん
だ
歌
で
す
。
地
域
の
青
年
た
ち
が
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
学
ん
だ
青
年
学
校
、
そ
こ
に
生

ま
れ
た
青
春
の
心
の
歌
。
文
字
の
薄
れ
た
額
を

見
る
た
び
終
戦
直
後
の
青
年
た
ち
の
思
い
を
何

と
か
甦
ら
せ
た
い
と
思
い
記
録
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
古
い
ネ
ガ
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
状
態
は
不
鮮
明
で
、
文
字
は
小
さ
く
判

読
に
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
今
な
お
健
在
な

方
を
訪
ね
話
を
伺
い
、
知
人
の
力
を
借
り
て

や
っ
と
全
六
八
人
分
を
判
読
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。「
忘
れ
な
草
」
前
書
と
、
抜
粋
二
〇

首
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
歴
史
民
俗
資
料

館
館
報
九
号
に
全
六
八
首
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

古
渡
村
百
人
一
首

　
　
　
　
　

古
渡
青
年
学
校
生
徒
作
品
集

　
　
　

忘
れ
な
草

風
光
明
媚
な
霞
ヶ
浦
の
、
昔
変
わ
ら
ぬ
波
の
音

と
渚
の
松
に
吹
く
風
を
、
や
さ
し
い
母
の
子
守

歌
に
聞
き
、　

す
な
ほ
に
す
こ
や
か
に
育
ま
れ

て
来
た
、
若
人
た
ち
の
皆
さ
ん
の
短
歌
を
、
此

処
に
集
め
て
「
忘
れ
な
草
」
と
名
づ
く　

い
ず

れ
も
敬け
い
け
ん虔
な
生
活
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
、
土
の

香
ゆ
た
か
な
立
派
な
歌
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は

こ
こ
ろ
よ
り
喜
ぶ
も
の
で
あ
る

生
徒
た
ち
皆
さ
ん
の
永
久
の
幸
福
を
祈
り
つ
つ

寸す
ん
か
ん感
を
書
く

　
　
　

昭
和
二
十
一
年
き
さ
ら
ぎ

　
　
　
　
　

古
渡
青
年
学
校
長　

宮
本
甲
子
郎

大お
お
に
し西
風
を
筑
波
に
向
け
て
今
朝
も
亦

　

力
一
杯
櫓
を
漕
ぎ
に
け
り　
　

大
久
保
利
光

故
里
は
今
日
も
明
け
た
り
た
ま
し
ひ
を

　

清
め
働
く
わ
れ
は
楽
し
も　
　
　

井
川
高
司

春は
る
び
よ
り

日
和
卒
業
式
の
日
は
来
る
別
れ
悲
し
き

　

こ
の
日
な
る
か
な	

　
　

永
長
利
通

清す
が
ふ
じ

富
士
の
う
す
青
く
見
ゆ
こ
こ
に
し
て

　

梅
の
香
の
ほ
の
か
に
か
ほ
る　
　

古
山
恒
雄

春
な
れ
ば
枯
野
の
姿
消
し
ふ
せ
て

　

若
葉
の
匂
ふ
野
と
な
れ
る
か
な　

藤
代　

昭

白
雲
の
漂
う
空
の
彼
方
よ
り

　

小
鳥
の
歌
ふ
春
は
来
に
け
り　
　

柳
町
三
造

新
日
本
背
負
う
て
立
つ
は
我
ら
な
り

　

力
の
か
ぎ
り
働
き
ぬ
か
ん　
　
　

小
松
賢
次

興
禅
寺
の
こ
の
櫻
花
一
斉
に

　

咲
か
し
て
み
た
や
我
が
校
庭
に　

木
村
美
保

身
の
た
め
に
今
日
も
朝
か
ら
こ
の
畑
に

　

鍬
打
ち
振
る
ふ
我
は
楽
し
も　
　

諸
岡
允
二

友
の
身
を
思
ひ
て
今
日
も
な
ぜ
か
し
ら

　

心
悲
し
く
打
過
ぎ
に
け
り　
　
　

蕪
内
義
作

朝
早
く
墓
地
の
掃
除
を
終
へ
に
け
り

　

逝い

き
に
し
兄
の
命
日
今
日
は　
　

諸
岡
ト
メ

八
幡
の
祭
り
太
鼓
の
音
し
げ
く

　

雨
の
さ
な
か
を
響
き
渡
れ
り　
　

林　

満
江

新
し
き
墓
標
に
捧
ぐ
紅
椿
若
く
て

　

逝
き
し
兄
を
偲
び
て　
　
　
　

来
栖
す
み
え

待
ち
わ
び
し
今
日
は
楽
し
き
登
校
日

　

卒
業
近
き
私
達
よ　
　
　
　
　
　

諸
岡
芳
子

再
建
の
道
は
開
け
り
も
ろ
と
も
に

　

我
等
乙
女
は
雄
々
し
く
た
え
ん　

織
本
菊
子

古
く
よ
り
か
か
り
し
橋
も
世
を
捨
て
て

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
姿
を
変
へ
し　

野
口
喜
美
子

し
み
じ
み
と
幼
き
頃
の
思
ひ
出
に

　

今
亡
き
父
の
面
影
偲
ぶ　
　
　

矢
崎
佐
和
子　

父
上
と
蔵
の
中
に
て
雨
の
日
を

　

供
出
米
の
俵
装
を
し
つ　
　
　
　

本
橋
照
子

春
浅
く
花
と
て
も
な
く
仏
壇
に

　

詫
び
て
手
向
け
る
猫
柳
か
な　
　

富
田
菊
江

し
ら
じ
ら
と
山
際
し
ら
み
紫
の

　

煙
た
な
び
く
春
の
あ
け
ぼ
の　
　

福
田
君
代

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲

３
２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
１
０
７
号

一
枚
の
掲
額

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
鴻
野
伸
夫

―
終
戦
直
後
若
者
た
ち
の
残
し
た
歌
―

※お詫び
ふるさと探訪105号「水郷　稲敷の渡し場」の中で、
右下地図の⑤と⑫の位置が逆になっていました。訂
正してお詫びいたします。

興禅寺　地蔵堂忘れな草の額



ご意見を！　市民のみな
さんのご意見、ご提案を
今後の編集に反映してい
きたいと思います。秘書
広聴課まで。
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編集後記　▽広報紙入稿後に某ラーメン店へ行くことが最近の楽しみです。麺をすすりながら、
締切から解放された喜びにひたります。（各方面からのプレッシャーに押しつぶされそうなG4
出）　▽毎日が暑いですね。暑さ対策にはエアコンが１番です。適切な温度設定で暑さをしのぎま
しょう。あと、かき氷は美味しいです。ちなみに、私は入稿後はラーメンを食べません。G4出さん
とその仲間たちだけです。（G4出さんが変人だと気付き始めたH 人）

稲敷いなのすけ

地域おこし協力隊の4人が、毎月交
代で思い思いの記
事を書きます。
今月の担当は、

岡
お か だ

田 菫
すみれ

 です。

地域おこし協力隊とは
都市から移住した人材が、地域力の維持・強化を図ることを目的
として、「地域おこし協力隊」として活動するものです。市では、移
住活動の支援や定住の促進を図っていくための活動と、マスコッ
トキャラクターを活用した地域活性化活動の2つの活動をします。

これは学生時代に働き方について私なりに考え出した答え。
私にとってそれは「人と関わり」、「自然に触れ」、「自信と自身が持てる生き方」であり、そんな仕事が「地域おこし協力隊」
でした。地域を良くしたい、笑顔を増やしたい、役所と地域の橋渡しになりたい、そんな想いで日々活動しています。

「地域おこし協力隊」なんて大層な名前をもらっていますが、着任し活動を始めてから、たくさんの元気を稲敷市の住民の
方からもらっています。
これから、「形にしたいけれど、どうしていいかわからない」、そんな住民の方の発想や想いを形にしていくために少しでも
お手伝いできたらと考えています。

都会と田舎のあいだに住み始めて
稲敷市に引っ越してきて、約３カ月が経ちました。
田舎と都会を転々としてきた私にとって稲敷市はとても心地の良い街です。
スーパーやコンビニ、病院と便利なところも沢山あるけれど、
昔ながらの定食屋さんが残っていたりするのが住んでいて落ち着きます。
住民の方々の優しさに触れ、夕方にお寺や神社に行くと懐かしさを感じ、
一面田んぼが続く風景を見ていると何かホッとさせられる、
そんな稲敷市が好きです。

●おまけ●
～すみれの今日この頃～

そんな形にできない発想を形にしていきたいと思う、今日この頃。「形にしたいけど、どうしたらいいのかわからない」地域
の人の話を聞きそれを現実として提供するのが、私がしていく仕事だと思いました。島根にいる時もそうで、私が何か発想
したり、考えるより、よっぽど、住民の人たちの方が地域のために活動していると感じることがあります。地域おこし協力
隊なんて大層な名前をもらい活動していますが、稲敷市の住民の人と会うと、いつも沢山の元気をもらいます。


